














はじめに 

 わが国において母乳の有機塩素化合物による汚染が問題になったのは昭和 45 年ごろか

らである。厚生省は母乳汚染の実態をは握するため昭和 45 年末から BHC,DDT,デイルドリ

ン等の農薬について,さらに昭和 47 年からは PCB について調査を開始した。特にカネミ油

症との関連において重視された PCB については 10 年間連続して調査が行われた。 

 問題は高度に汚染された母乳を飲んだ児の健康に対する影響である。母乳の検査時にお

ける健康状態の調査のみでなく,その後の発育状態等を追跡調査して汚染の影響を確認す

るため,追跡研究を行った。 


